
ICT 活用 TIPS テキストによる文書内容の解析 
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 ○ ○  活用が想定される場面 探究的な学び 

 

 
 

機器 ＰＣまたはスマートフォン、タブレット 

ソフトウェア（アプリ） 

ＡＩテキストマイニング 

（無料版 Windoｗs・Mac・iPhone・Android） 

何を使う 

 

・文書等をテキストマイニングするページ。 

・頻出度の高い単語を大きさで図示できる。 

・文章中での出現傾向が似た単語ほど近く、似てい 

ない単語ほど遠く配置する２次元マップができる。 

・文章中の出現傾向が似た単語をまとまりとして 

とらえられる樹形図ができる。 

 

それをどう使う（それで何ができる） 

 

全教科・科目、総合的な学習（探究）の時間、特別活動 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ここが変わる、活用メリット【ICT 活用 Before-After】 

【 Before 】 

○ 既存の文書や作成した文書や資料を、アナログで分析していた。 

【 After 】 メリット 

○ 課題を立て集めた情報をＡＩテキストマイニングにより整理・分析する

ことで、まとめ・表現する力を育成できる。 

○ 整理・分析した情報から、意見交換・議論などの対話的な学びを通して、

新たな知識やモデル等を創造したり、次の課題を発見する力を育成できる。 


